
     

日本語教師に求められる資質・能力について 

（「日本語教育人材の養成・研修の在り方について（報告）改定版」より抜粋） 

 

○  CEFRが示す一般的能力と関連が深いと考えられる、Competences for Democratic Cultureが示

す 20の能力について、これらの能力の育成を目指すのであれば、まずは教師自身がこれらの能力

を身に付けている必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  「日本語教育人材の養成・研修の在り方について（報告）改定版」が示す日本語教師に求めら

れる資質・能力については、この 20の能力と関連が深いものがある。本報告、 表 1 ～ 表 10 に

おいて、この 20の能力と関連が深い資質・能力を１２３で示す。 

 

表１ 日本語教師【養成】に求められる資質・能力 

表２「生活者としての外国人」に対する日本語教師【初任】に求められる資質・能力 

表３ 留学生に対する【初任】に求められる資質・能力 

表４ 児童生徒等に対する【初任】に求められる資質・能力 

表５ 就労者に対する【初任】に求められる資質・能力 

表６ 難民等に対する【初任】に求められる資質・能力 

表７ 海外に赴く日本語教師【初任】に求められる資質・能力 

表８ 日本語教師【中堅】に求められる資質・能力 

表９ 日本語教育コーディネーター【地域日本語教育コーディネーター】に求められる資質・能力 

表 10 日本語教育コーディネーター【主任教員】に求められる資質・能力 

 

○  Competences for Democratic Cultureが示す 20の能力については、「日本語教育人材の養成・       

研修の在り方について（報告）改定版」で示す資質・能力との関連にも触れつつ、第 1 章の【理

念の能力観】の囲み記事の部分で扱ってはどうか。 

「日本語教育の参照枠」の活用に関するワーキンググループ(R3.8.4) 

参考資料２ 

 



     

 

 知識 技能 態度 

日
本
語
教
師
【
養
成
】 

 
【１ 言語や文化に関する知識】 
 
（１） 外国語に関する知識、日本語の構造に関する知識、そ

して言語使用や言語発達、言語の習得過程等に関する

知識を持っている。 
 
（２） 個々の学習者の来日経緯や学習過程等を理解する上

で、必要となる知識を持っている。 
 
【２ 日本語の教授に関する知識】 
 
（３） 日本語教育プログラムやコースにおける各科目や授業

の位置付けを理解し、様々な環境での学びを意識したコ

ースデザインを行う上で必要となる基礎的な知識を持っ

ている。 
 
（４） 日本語教育の目的・目標に沿った授業を計画する上で、

必要となる知識を持っている。 
 
（５ ）学習者の学習過程を理解し、学習者に応じた内容・教材

（ＩＣＴを含む）・方法を選択する上で必要となる知識を持

っている。 
 
（６） 言語・文化の違いや社会における言語の役割を理解し、

より良い教育実践につなげるための知識を持っている。 
 
（７） 異なる文化背景を持つ学習者同士が協働し、主体的に

学び合う態度を養うための異文化理解能力やコミュニケ

ーション能力を育てるために必要な知識を持っている。 
 
（８） 学習者の日本語能力を測定・評価する上で必要となる知

識を持っている。 
 
（９） 自らの授業をはじめとする教育活動を客観的に分析し、

より良い教育実践につなげるための知識を持っている。 
 
【３ 日本語教育の背景をなす事項に関する知識】 
 
（１０） 外国人施策や世界情勢など、外国人や日本語教育を

取り巻く社会状況に関する一般的な知識を持っている。 
 
（１１） 国や地方公共団体の多文化共生及び国際協力、日本

語教育施策に関する知識を持っている。 

 
【１ 教育実践のための技能】 

 

（１）日本語教育プログラムのコースデザイン・カリ

キュラムデザインを踏まえ、目的・目標に沿った

授業を計画することができる。 
 
（２）学習者の日本語能力等に応じて教育内容・教授

方法を選択することができる。 
 
（３）学んだ知識を教育現場で実際に活用・具現化で

きる能力を持っている。 
 
（４）学習者に応じた教具・教材を活用または作成し、

教育実践に生かすことができる。 
 
（５）学習者に対する実践的なコミュニケーション能

力・異文化間コミュニケーション能力を持ってい

る。 
 
（６）授業や教材等を分析する能力があり、自らの授

業をはじめとする教育活動を振り返り、改善を図

ることができる。 
 
【２ 学習者の学ぶ力を促進する技能】 
 
（７）学習者の日本語学習上の問題を解決するために

学習者の能力を適切に評価し指導する能力を持っ

ている。 
 
（８）学習者が多様なリソースを活用できる教育実践

を行う能力を持っている。 
 

（９）学習者の理解に応じて日本語を分かりやすくコ

ントロールする能力を持っている。 
 
【３ 社会とつながる力を育てる技能】 
 
（１０）学習者が日本語を使うことにより社会につな

がることを意識し、それを教育実践に生かすこと

ができる。 

 
【１ 言語教育者としての態度】 

 

（１）日本語だけでなく多様な言語や文化に対し

て深い関心と鋭い言語感覚を持ち続けようと

する。 

 

（２）日本語そのものの知識だけでなく、歴史、文

化、社会事象等、言語と切り離せない要素を合

わせて理解し、教育実践に活かそうとする。 

 

（３）日本語教育に関する専門性とその社会的意

義についての自覚と情熱を有し、自身の実践

を客観的に振り返り、常に学び続けようとす

る。 

 

【２ 学習者に対する態度】 

 

（４）言語・文化の相互尊重を前提とし、学習者の

背景や現状を理解しようとする。 

 

（５）指導する立場であることや、多数派であるこ

とは、学習者にとって権威性を感じさせるこ

とを、常に自覚し、自身のものの見方を問い直

そうとする。 

 

【３ 文化多様性・社会性に対する態度】 

 

（６）異なる文化や価値観に対する興味関心と広

い受容力・柔軟性を持ち、多様な関係者と連

携・協力しようとする。 

 

（７）日本社会・文化の伝統を大切にしつつ、学習

者の言語・文化の多様性を尊重しようとする。 

 

 

日本語教師【養成】に求められる資質・能力    表１ 



     

    「生活者としての外国人」に対する日本語教師【初任】に求められる資質・能力         表２ 

 
 知識 技能 態度 

日
本
語
教
師
【
初
任
】（「
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
」） 

 

【１ 「生活者としての外国人」に対する教育実践

の前提となる知識】 

 

（１） 地域の外国人の背景・状況・特徴等について正

しく理解している。 

 

（２） 「生活者としての外国人」を取り巻く地域の実情

や課題について理解するとともに、地域の教育リ

ソースを活用するための知識を持っている。 

 

（３） 地域日本語教育における多様な学びと、指導

者・支援者の役割や連携体制について理解して

いる。 

 

【２ 日本語の教授に関する知識】 

 

（４） 「生活者としての外国人」に対する日本語教育の

目的・目標、内容、方法についての知識を持って

いる。 

 

（５） 「生活者としての外国人」に対する日本語教育プ

ログラムの目的・目標に沿った授業を計画する上

で、必要となる知識を持っている。 

 

（６） 「生活者としての外国人」は、ライフステージによ

って、必要となる日本語が変化するということを理

解し、学習者の状況に応じ、教育的観点やキャリ

ア支援の観点から見て適切な指導計画を立てる

上で必要となる知識を持っている。 

 

  

 

【１ 教育実践のための技能】 

 

（１） 日本語教育プログラムを踏まえ、学習者の状況に

応じ、教育的観点から見て適切な指導計画を立て

ることができる。 

 

（２） ニーズ分析、レベルチェックが適切に実施できる。 

 

（３） 地域における学習者の背景・属性を理解し、地域

のリソースを活用し、ニーズやライフステージに応じた

効果的な日本語教育を実践することができる。 

 

（４） 学習者の自律学習を支援し、主体的に学ぶ力を

引き出すための教育実践を行うことができる。 

 

【２ 成長する日本語教師になるための技能】 

 

（５） 自らの指導力に関し、分析的に振り返り、指導力

の向上や指導計画の点検・改善を行うとともに、関係

者間で共有を図り、協働して指導の改善を行うことが

できる。 

 

【３ 社会とつながる力を育てる技能】 

 

（６） 日本語学習の成果を効果的に共有・公開すること

で、学習者が家族や関係者とより良い関係を構築で

きるよう促すことができる。 

 

（７） 学習者が地域社会とつながり、ネットワークを構築

する力を育てる教育実践を行うことができる。 

 

 

 

【１ 言語教育者としての態度】 

 

（１）学習者の多様な背景、ニーズ、学習環境を的

確に捉え、その個別性と学びに向き合おうとす

る。 

 

【２ 学習者に対する態度】 

 

（２）学習者の背景・文化・日本における生活状況

を理解しようとする。 

 

（３）学習者の自律学習を支援し、主体的に学ぶ力

を育てようとする。  

 

 

【３ 文化多様性・社会性に対する態度】 

 

（４）学習者が人とつながり、ネットワークを構築

する力を育てようとする。 

 

（５）地域社会や多様な機関と連携・協力し、「生活

者としての外国人」が自立的に生活するための、

エンパワーメントとしての日本語教育を実践し

ようとする。 

  

 

 
 
 
 
 



     
 

          留学生に対する日本語教師【初任】に求められる資質・能力       表３ 
 

 知識 技能 態度 

留
学
生
に
対
す
る
日
本
語
教
師
【
初
任
】 

 

【１ 留学生に対する教育実践の前提となる知識】 

 

（１） キャリア支援の視点を持ち、それぞれの専門分

野の学習に必要となる日本語指導を実施する上

で必要な知識を持っている。 

 

（２） 進学や就職に必要となる試験や、その内容を指

導するために必要な知識を持っている。 

 

（３） ＩＣＴ等の多様なリソースを活用した指導を行う上

で、必要な知識を持っている。 

 

（４） 言語習得に関する実践的な知識を持っている。 

 

 

【２ 日本語の教授に関する知識】 

 

（５） 学習者が他者と協働し、自律的かつ主体的に学

んでいけるようにするために必要な知識を持って

いる。 

  

  

 

【１ 教育実践のための技能】 

 

（１）日本語教育プログラムを踏まえ、学習者の状況に応

じ、教育的観点から見て適切な指導計画を立てること

ができる。 

 

（２） キャリア支援の視点を持ち、それぞれの専門分野

の学習に必要となる日本語能力を身に付けるための

効果的な指導ができる。 

 

（３） 学習者の自律学習を促進し、主体的に学ぶ力を

育てるための教育実践ができる。 

 

（４） ＩＣＴ等の多様なリソースを活用した効果的な教育

実践ができる。 

 

（５） 様々な規模・形態のクラスの管理・運営を行うことが

できる。 

 

【２ 成長する日本語教師になるための技能】 

 

（６） 指導計画に基づき実践した授業や教育活動を分

析的に振り返り、改善と新たな実践のための検討がで

きる。 

 

【３ 社会とつながる力を育てる技能】 

 

（７） 教室内外の関係者と学習者をつなぎ、学習者の社

会参加を促進するための教室活動をデザインするこ

とができる。 

 

 

【１ 言語教育者としての態度】 

 

（１） 複数の教師でクラスを担当するチームティーチン

グについて理解し、教師間で連携・協力を図ろうとす

る。 

 

（２） 日本語学習だけでなく、進路選択に関しても担当

者と連携し、多様な関係者と共に関わり、指導を実践

しようとする。 

 

【２ 学習者に対する態度】 

 

（３） 学習者の自律学習を促進し、主体的に学ぶ力を

育てようとする。  

 

【３ 文化多様性・社会性に対する態度】 

 

（４） 留学生を取り巻く国内外の社会状況の変化に関

心を持とうとする。 

 

（５） 学校外の地域社会や他者とのつながりを持つこと

の意味を理解し、社会とつながる機会提供に努めよう

とする。 

  

 

 

 

 

 



     

       児童生徒等に対する日本語教師【初任】に求められる資質・能力       表４ 
 

 知識 技能 態度 

児
童
生
徒
等
に
対
す
る
日
本
語
教
師
【
初
任
】 

 

【１ 児童生徒等に対する教育実践の前提となる

知識】 

 

（１） 児童生徒等の成長発達の特徴、及び生育環境

の変化による影響について理解している。 

  

（２） 児童生徒等の社会化のプロセスについての知識

を有し、キャリア支援の視点から将来を想定して日

本語指導が果たす役割を理解している。 

  

（３） 日本の教育制度を理解し、学校における児童生

徒等の受入れ体制や支援の仕組みに関する知識

をもっている。 

 

【２ 日本語の教授に関する知識】 

 

（４） 児童生徒等の言語習得と言語運用の特性に関

する知識を持っている。 

  

（５） 児童生徒等に対する日本語及び日本語と教科

等を関連付けて教えるための知識、日本語の指導

計画に関する知識を持っている。 

 

 

【１ 教育実践のための技能】 

 

（１）児童生徒等の年齢・能力・文化的背景に応じて日

本語の学習活動を設計することができる。 

  

（２） 指導計画に即して、個に応じた指導を行うことがで

きる。 

  

（３） 教科等と日本語との統合的な学習活動の支援を

行うことができる。 

  

（４） 児童生徒等の生活全般に関連付けて教材教具を

工夫し、指導することができる。 

  

（５） 児童生徒等の日本語を含む言語の能力を、多様

な角度から把握・評価することができる。 

 

【２ 成長する日本語教師になるための技能】 

 

（６） 実践を分析的に振り返り、改善のための検討を行う

ことができる。 

 

【３ 社会とつながる力を育てる技能】 

 

（７） 児童生徒等を取り巻く社会の中に、自身の役割を

位置付け、指導・支援の内容・方法を決定し、実施す

ることができる。 

  

（８） 学校や地域、家庭などでの児童生徒等の活動や、

将来を想定した指導を行うことができる。  

 

 

【１ 言語教育者としての態度】 

 

（１） キャリア支援の視点から、児童生徒等の日本語

学習支援の在り方を考え、実践しようとする。 

 

（２） 日本語指導の現場だけでなく、学校や地域、家

庭など多様な角度から児童生徒等の日本語の使用

や習得状況を捉えようとする。 

 

（３） 担当教師、学校関係者や保護者、地域関係者と

円滑に協働し、効果的に日本語学習支援を行おう

とする。 

 

【２ 学習者に対する態度】 

 

（４） 複雑な事情を抱える多文化家族の背景を理解

し、児童生徒等に寄り添おうとする。 

 

【３ 文化多様性・社会性に対する態度】 

 

（５） 指導する立場であることや多数派であることは児

童生徒等やその保護者にとって権威性を感じさせる

ことを常に自覚し、自身のものの見方を問い直そうと

する。  

  

 

 

 

 



     

就労者に対する日本語教師【初任】に求められる資質・能力       表５ 
 

 知識 技能 態度 

日
本
語
教
師
【
初
任
】（
就
労
） 

 

【１ 就労者に対する教育実践の前提となる知識】 
 

（１） 外国人が日本で就労するに際して必要となる手

続きや法制度、外国人材受入れ施策の動向に関

する基礎的な知識を持っている。 
 

（２） 外国人に対するキャリア支援に関する基礎的な 

知識を持っている。 
 
（３） 日本での就労準備から就労後の職場で用いら

れる日本語及び職場の文化やビジネスコミュニケ

ーション等に関する一定の知識を持っている。 

  

（４） 学習者の社会経験や文化背景等に起因する職

業観や就労に対する意識・習慣ならびに学習者

が直面する文化摩擦や心理不安の要因となる事

柄に関する一定の知識を持っている。 
 
 
【２ 日本語の教授に関する知識】 
 
（５）職場での日本語の使用状況の観察を行うなど、職

場における文化やビジネスコミュニケーションに関

する実践的な知識を持っている。 

 

（６） 就労準備から就労後に至るまでの幅広い日本

語教育プログラムやリソース・ツール等の教育実践

に必要な知識を持っている。 

 

（７） 学習者自身が発話のモニタリング・振り返り等を

行い、周囲の協力を得ながら自ら学習を進めてい

けるようにするための教育実践に必要となる知識を

持っている。 

 

 
【１ 就労者に対する教育実践のための技能】 
 
（１） 当該機関における日本語教育プログラムを踏ま

え、就労分野別の学習者の状況に応じた指導計画を

立て、実施することができる。 
 
（２） キャリア支援の視点を持ち、学習者が自らのキャリ
アについて意識し、就労に必要となる日本語能力を
身に付けるための効果的な教育実践ができる。 

 
（３） 学習者の自律学習を促進するために、ＩＣＴ等の多

様なリソースを活用した効果的な教育実践ができる。 
 
（４） 職場でのコミュニケ-ションにおいて文化摩擦が生

じる可能性のある場面を取り上げ、異文化適応能力

を養うための教育実践ができる。 
 
 
【２ 成長する日本語教師になるための技能】 
 
（５） 指導計画に基づき実践した授業や教育活動を分

析的に振り返り、改善と新たな実践のための検討がで

きる。 
 
（６） 日本語学習の成果や課題を学習者や職場関係者

と共有し、より具体的な改善に繋げるための評価を実

践することができる。 
 
【３ 社会とつながる力を育てる技能】 
 
（７） 職場をはじめとする関係者と学習者をつなぎ、学

習者の日本語使用の向上や企業文化の理解を促進

するための教室活動をデザインすることができる。 

  
（８） 学習者が職場をはじめとする関係者とより良い関
係を構築し、コミュニケーションを活性化することを促
すための教室活動をデザインすることができる。 

 
【１ 言語教育者としての態度】 
 
（１） 日本語教育の専門家として、就労先や学習者自

身の課題や目的・目標を理解し、教育実践により良く

反映させようとする。 
 
（２） 日本語教育を通して、学習者のキャリアにプラスに

なる支援を行おうとすると同時に、就労の基盤となる

分析力や論理的思考力等を育成しようとする。 
 
（３） 職場をはじめとする関係者と円滑に協力し、共に

効果的に日本語教育プログラムを実践しようとする。 
 
 
【２ 学習者に対する態度】 
 
（４）学習者の自律学習を支援し、主体的に学ぶ力を育
てようとする。 

 
（５） 学習者のこれまでのキャリアに敬意を払い、異な

る社会の中でより良い自己実現を果たせるよう支援し

ようとする。 
 
（６） 学習者の就労に対する希望を踏まえ、目標達成

までの日本語学習計画を粘り強く伝え、励まそうとす

る。 
 
 
【３ 文化多様性・社会性に対する態度】 
 
（７） 国内外の外国人材を取り巻く社会状況の変化に

関心を持とうとする。 
 
（８） 学習者の社会経験や文化背景に基づく職業観を

理解し、職場をはじめとする関係者に対して理解を求

め、相互理解を促そうとする。 

 

 

      



     

      難民等に対する日本語教師【初任】に求められる資質・能力       表６ 
 

 知識 技能 態度 

難
民
等
に
対
す
る
日
本
語
教
師
【
初
任
】 

 

【１ 難民等に対する教育実践の前提となる知識】 

 

（１） 世界の難民等の状況や国内の難民等を取り巻く

状況について基礎的な知識を持っている。 

 

（２） 日本の難民等受入れ施策に関する基礎的な知

識を持っている。 

 

（３） 難民等に対する日本語教育の経緯や変遷に関

する知識を持っている。 

 

（４） 難民等が持つことが多い学習上の様々な困難

について理解し、日本語教師としてコミュニケーシ

ョンを取るための基礎的な知識を持っている。 

 

（５） 難民等が日本での生活及び学習において直面

する課題や、問題が生じた場合の相談先や支援

団体等について知識を持っている。 

 

【２ 日本語教育に関する知識】 
 
（６） 難民等に対する教育実践を行う上で、配慮すべ

き事柄に対する専門知識を持っている。 

 

（７） 難民等に対する日本語教育プログラムを効果的

に実践するために必要となる教育方法に関する知

識を持っている。 
 

（８） 難民等の日本語能力や習得状況に応じた評価

を適切に行う上で必要となる知識を持っている。 

   

  

 

【１ 難民等に対する教育実践のための技能】 
 
（１） 日本語教育プログラムを踏まえ、子供から高齢者ま

で学習者の状況に応じ、適切な指導計画を立てるこ

とができる。 
 
（２） 学習者の状況やライフステージに応じた指導方法

を選択し、効果的な教育実践ができる。 
 
（３） 学習者の経験や背景、精神状態や心理に配慮し

た教室活動、クラス運営を行うことができる。 
 
（４） 学習者の自律的な日本語学習を支援するために、

ＩＣＴ等の多様なリソースを把握し、それらを活用した

効果的な教育実践ができる。 
 
（５） 学習者及び支援関係者に分かりやすく、学習動機

にも配慮した評価を行うことができる。 
 
【２ 成長する日本語教師になるための技能】 
 
（６） 指導計画に基づき実践した授業や教育活動を分

析的に振り返り、改善と新たな実践のための検討がで

きる。 
 
（７） 日本語学習の成果や課題を学習者やその家族等

の関係者と共有し、より具体的な改善に繋げるための

評価を実践することができる。 
 
【３ 社会とつながる力を育てる技能】 
 
（８） 社会と学習者をつなぎ、学習者の日本語使用や

日本文化の理解、社会参加を促進するための教室活

動をデザインすることができる。 
 
（９） 高齢者には日本語学習を通じた日本社会との接

点を求める方も多いため、生涯学習としての日本語

教育という観点から活動をデザインすることができる。 

 

 

【１ 言語教育者としての態度】 

 

（１） 日本語教育の専門家として、学習者自身の課題

や目的・目標を理解し、教育実践により良く反映させ

ようとする。 

  

（２） 日本語教育を通して、学習者のＱＯＬの向上及び

キャリアパスにつなげようとする。 

 

（３） 家族や周囲の支援関係者と円滑に協働し、効果

的に日本語教育を行おうとする。 

 

【２ 学習者に対する態度】 

 

（４） 学習者自身及び周囲の支援関係者を励まし、力

付け、日本語学習を継続していけるよう支援しようと

する。 

 

（５） 学習者の言語やこれまでの経験に敬意を払い、

個々の事情に配慮しながら、異なる社会の中で一つ

ずつ目標を達成していけるよう支援しようとする。 

 

【３ 文化多様性・社会性に対する態度】 

 

（６） 学習者が人とつながり、ネットワークを構築する力

を育てようとする。 
 
（７） 地域社会や多様な機関と連携・協力し、難民等が

自立的に生活するための、エンパワーメントとしての

日本語教育を実践しようとする。 

 

 



     

   海外に赴く日本語教師【初任】に求められる資質・能力       表７ 
 知識 技能 態度 

海
外
に
赴
く
日
本
語
教
師
【
初
任
】 

【１赴任国・地域等における教育実践の前提となる知
識】 
 
（１） 赴任国・地域等の社会制度や歴史、宗教などの文
化的背景及び赴任国・地域等と日本との関係性に関
する一般的な知識を持っている。  

 
（２） 赴任国・地域等で用いられる言語の知識及びその
言語と日本語との言語学的対照に関する一般的な知
識を持っている。 

 
（３） 赴任国・地域等において日本語教育が行われる社
会背景や、赴任国・地域等の教育文化及び言語施
策・制度等の教育事情について知識を持っている。 

 
【２ 日本語の教授に関する知識】 
 
（４） 赴任国・地域等における日本語教育プログラムの
目的と、それに適した実践的な教育方法に関する知
識を持っている。 

 
（５） 赴任国・地域等に適した言語文化教育・日本文化
事情教育に関する実践的な知識を持っている。 

 
（６） 赴任国・地域等をはじめ、国内外の多様なリソー
ス・ツールを教育で活用するための知識を持ってい
る。 

 
【３ 赴任国・地域等における生活・文化に関する知識】 
 
（７） 赴任国・地域等及び周辺の社会情勢や治安、医
療等の生活の基盤整備に関する情報にアクセスする
ための知識を持っている。 

 
（８） 赴任国・地域等の法律、生活で配慮すべきこと、
快適に生活する方法等について基本的な知識を持っ
ている。 

【１ 赴任国・地域等における教育実践のための技能】 
 
（１） 赴任国・地域等の教育機関における日本語教育プロ
グラムを踏まえ、学習者の状況に応じ、適切な指導計
画を立てることができる。 

 
（２） 学習者それぞれの目的に適した日本語能力を身に付
けるための効果的な教育実践ができる。 

 
（３） 赴任国・地域等や国内外にある多様なリソース・ツー
ルを効果的に活用して、学習者の学習動機を高め、教
室内外において学習者の日本語運用力及び日本理解
を促進することができる。 

 
（４） 赴任国・地域等の日本語教師に対して、日本語及び
日本語教育に関する指導・助言を行うことができる。＊ 

 
（５） 赴任国・地域等の日本語教育プログラムの運営に関
わるマネージメントやコーディネートを行うことができる。
＊ 

 
【２ 成長する日本語教師になるための技能】 
 
（６） 指導計画に基づき実践した教育活動を分析的に振り
返り、改善ができる。 

 
【３ 赴任国・地域等で日本語教師として自立する技能】 
 
（７） 赴任国・地域等で用いられる言語を使って意思疎通
ができる。 

 
（８） 赴任国・地域等の法令を遵守し、文化を尊重しなが
ら、自立的に生活することができる。 

 
（９） 赴任国・地域等の情勢や安全に関する情報を収集・
活用し、周囲の協力を得ながら、必要な危機管理がで
きる。 

【１ 言語教育者としての態度】 
 
（１） 多様な文化背景や教育観を持つ教師間で連
携・協力を図ろうとする。 

 
（２） 赴任国・地域等の教育理念等を理解し、それ
に適した教育実践を行おうとする。 

 
（３） 赴任国・地域等の文化・言語・社会について関
心を持ち、理解を深めようとする。 

 
（４） 赴任国・地域等において期待される教師として

の立場、役割を見出そうとする。 
 
【２ 学習者に対する態度】 
 
（５）海外では日本文化や日本人との接触機会が限
られるため、日本文化や日本人の捉え方がステ
レオタイプに陥らないよう、多様性を提示するよう
努めようとする。 

  
【３ 文化多様性・社会性に対する態度】 
 
（６） 国内外の社会状況や、その変化に関心を持と
うとする。 

 
（７） 赴任国・地域等と日本との相違点について

理解しながら、多様な文化や価値観を尊重し、
必要に応じて寛容な態度を取ろうとする。 

 

（８） 日本語母語話者あるいは日本人日本語教師
である場合、そのことが学習者や非母語話者
日本語教師及び現地関係者にとって権威性を
感じさせることを常に自覚し、自身のものの
見方を問い直そうとする。 

 
(備考 1)＊は、日本語教育コーディネーターに求められる資質・能力であるが、赴任国・地域等の事情等、必要に応じて日本語教師（初任）の研修に組み込む場合がある。 
(備考 2)本研修の対象者は、赴任する国・地域等が決まっている者を主な対象とするが、赴任先が決まっていない者の研修受講を妨げるものではない。 
(備考 3)赴任国・地域等の「等」には、国や地域（台湾・香港等）にとどまらない文化圏等の広い範囲を含むものとする。 

 



     

        日本語教師【中堅】に求められる資質・能力       表８ 
 

 知識 技能 態度 

日
本
語
教
師
【
中
堅
】 

 

【１ 言語や文化に関する知識】 

 

（１）日本語教育プログラムを策定する上で必要と

なる知識を持っている。 

 

（２）国内外の外国人の状況や日本語教育施策に関

する最新の知識を持っている。 

 

【２ 日本語の教授に関する知識】 

 

（３）学習者の日本語能力を把握・分析し、適切な

学習指導を行うための知識を持っている。 

 

（４）教材開発・編集・改善に必要となる知識を持

っている。 

 

（５）日本語教育プログラム、教育活動、学習者の

日本語能力について適切に評価を実施し、点検・

改善を行う上で必要となる知識を持っている。 

 

【３ 日本語教育の背景をなす事項に関する知識】 

 

（６）教室内外の関係者と学習者をつなぎ、学習者

の社会参加を促進するための教育環境のデザイ

ンを行う上で必要となる知識を持っている。 

 

（７）日本語教師（初任）及び日本語学習支援者に

適切な助言を行う上で必要となる人材育成に関

する基礎的な知識を持っている。 

 

  

 

【１ 教育実践のための技能】 

 

（１）学習者及び関係者のニーズを踏まえ、日本語

教育プログラムを策定し、運営することができ

るとともに、学習者の属性やニーズ等の変化に

応じて臨機応変に日本語教育プログラムを調整

する能力を持っている。 

 

（２）日本語教育プログラムの中長期的な指導計画

を策定する能力を持っている。 

 

（３）日本語教育プログラムの目標に応じた学習者

の学習時間、到達目標に合致した教材を選択・作

成できる。 

 

（４）日本語教育プログラムを実施し、点検・評価

を行い、改善を図る力を持っている。 

 

（５）日本語教師（初任）及び日本語学習支援者に

適切な助言をすることができる。 

 

【２ 学習者の学ぶ力を促進する技能】 

 

（６）学習者の日本語能力を適切に把握・分析し、

効果的な学習方法や教材等について多様な選択

肢を提示することができる。 

 

【３ 社会とつながる力を育てる技能】 

 

（７）日本語教育現場における課題、自らの専門性

における課題を把握し、関係者や他分野の専門

家や機関・団体等との連携・協力により課題解決

に取り組むことができる。 

  

 

【１ 言語教育者としての態度】 

 

（１）日本語教育の専門家（中堅）として、日本語教

育の社会的意義についての自覚と情熱を有し、自

身の実践を分析的に振り返るとともに、新しい知

識を習得しようとするなど、常に学び続けようと

する。 

 

（２）日本語教師（初任）や日本語学習支援者に対し

て、振り返りや学びの機会を積極的に提供しよう

とする。 

 

（３）学習者や他の日本語教師と共に学び合い、成長

していこうとする。 

 

【２ 学習者に対する態度】 

 

（４）学習者が学びに向き合えるように様々な方策

を用いて、共に課題解決に当たろうとする。 

 

【３ 文化多様性・社会性に対する態度】 

 

（５）教育実践や課題、成果等を記録・発信し、教育

実践の質的向上に生かそうとする。 

 

（６）異なるビリーフを持つ関係者と円滑な関係を

構築しながら、協力的に日本語教育プログラムを

運営していこうとする。 

  

 

 

 



     

 日本語教育コーディネーター【地域日本語教育コーディネーター】に求められる資質・能力     表９ 
 

 知識 技能 態度 

日
本
語
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
【
地
域
日
本
語
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】 

 

（１）国や地域内の外国人の状況や、外国人に関係

する日本の法制度や地域の行政サービスに関

する知識を持っている。 

 

（２）地域日本語教育の体制整備に向けて、現状把

握・課題設定・実施を行うために必要となる基

本的な知識を持っている。 

 

（３）地方公共団体や所属機関の方針、地域のニー

ズを把握し、適切な日本語教育プログラムをデ

ザインするために必要な知識を持っている。 

 

（４）日本語教育プログラムの策定・実施・点検・

改善を管理するための知識を持っている。 

 

（５）日本語教育プログラムの実施に必要となる、

日本語教師（初任）や日本語学習支援者等に対

する研修を企画するために必要な知識を持っ

ている。 

 

（６）地方公共団体をはじめとする地域の関係機

関・団体・関係者と連携・協力体制を構築する

上で必要な知識を持っている。 

  

  

 

（１）地域日本語教育の体制整備に向けて、現状把握・

課題設定をし、課題解決のための取組を計画的

に実施することができる。 

 

（２）地方公共団体や所属機関の方針、地域のニーズ

を把握し、適切な日本語教育プログラムをデザ

インすることができる。 

 

（３）日本語教育プログラムの策定・実施・点検・改

善を管理することができる。 

 

（４）外国人施策、教育行政や他の教育機関の動向等

に関する情報収集し、現場に生かす力を持って

いる。 

 

（５）地方公共団体をはじめとする地域の関係機関・

団体・関係者と連携・協力体制を構築することが

できる。 

 

（６）業務を円滑に行うための事務処理能力や組織マ

ネージメント能力を持ち、状況に応じたリーダ

ーシップを発揮できる。 

 

（７）多様な機関と連携・協力し日本語学習者の学び

や日本語教育を通じた社会参加を促進するため

の活動をデザインすることができる。 

 

（８）日本語教育プログラムに関わる日本語教師（初

任）及び日本語学習支援者等に対する研修を企

画できる。 

  

 

（１）日本語教育の専門家として、自らの職業の社会

的意義についての自覚と情熱を有し、自身の指

導や対応について客観的に振り返るとともに、

自らの立場と役割を認識し、自らに必要となる

知識・能力を獲得しようとするなど、常に学び続

けようとする。 

 

（２）日本語教師（初任・中堅）及び日本語学習支援

者等に対して必要となる研修を把握し、その受

講機会を積極的に提供し、中長期的な視点で人

材育成をしようとする。 

 

（３）日本語教育プログラムにおける管理的立場と

しての役割を認識し、前向きに取り組もうとす

る。 

 

（４）地域内における日本語教育プログラムの取組

を積極的に公開・共有するとともに、他地域の事

例を収集・共有するなどし、地域全体の日本語教

育の活性化に寄与しようとする。  

  

（５）地域日本語教育の体制整備に向けて、日本語教

育の立場から地域社会の課題解決に取り組もう

とする。 

 

 

 



     

日本語教育コーディネーター【主任教員】に求められる資質・能力     表１０ 
 

 知識 技能 態度 

日
本
語
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
【
主
任
教
員
】 

 

（１）留学生施策や入国管理制度をはじめとする留

学生受入れの最新の動向を把握している。 

 

（２）日本語教育機関の設置・運営に関する基本的

な知識を持っている。 

 

（３）教育機関の目標に沿った日本語教育プログラ

ムの策定・実施・点検・改善を行うための知識

を持っている。 

 

（４）人材育成・組織マネージメント・危機管理に

関する基本的な知識を持っている。 

 

（５）所属する日本語教育機関・団体以外の日本語

教育関係機関・団体の状況など、日本語教育業

界の大まかな動向を把握している。 

 

（６）地方公共団体をはじめ地域の関係機関・団体

等と連携・協力関係を構築するために必要とな

るネットワークや調整・交渉に関する知識を持

っている。 

 

（７）多様な機関と連携・協力し日本語学習者の学

びや日本語教育を通じた社会参加を促進する   

ための活動のデザインを行うための知識を持

っている。 

 

  

 

（１）教育機関の目標に沿った日本語教育プログラ

ムを円滑に運営・管理する能力を持っている。 

 

（２）組織マネージメント能力を持ち、緊急時にお

ける危機管理能力を含め、状況に応じたリーダ

ーシップを発揮できる。 

 

（３）組織や日本語教育プログラムの現状を分析し、

課題を把握し、改善計画を策定し実施できる。 

 

（４）外国人施策、教育行政や他の教育機関の動向

等に関する情報を収集し、現場に生かす力を持

っている。 

 

（５）業務を円滑に行うための事務処理能力、関係

する諸機関や関係者との調整・交渉能力、ネット

ワークを構築する力を持っている。 

 

（６）多様な機関と連携・協力し日本語学習者の学

びや日本語教育を通じた社会参加を促進するた

めの活動をデザインすることができる。 

 

（７）日本語教育プログラムに関わる日本語教師（初

任）等に対する研修を企画できる。 

 

  

 

（１）日本語教育の専門家として、自らの職業の社会

的意義についての自覚と情熱を有し、自身の指

導や日本語教育プログラムについて客観的に振

り返るとともに、自らの立場と役割を認識し、必

要とされる知識・能力を獲得しようとするなど、

常に学び続けようとする。 

 

（２）日本語教師（初任・中堅）に必要となる研修を

把握し、その受講機会を積極的に提供するとと

もに、教師のキャリアを含む中長期的な人材育

成に努めようとする。 

 

（３）組織内の中間管理職としての立場と役割を認

識し、前向きに取り組もうとする。 

 

（４）地域を含めた他の関係機関・団体との交流等を

通じて、多様な教育機会を提供しようとする。 

  

 

 


